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職員給料・手当改善
1,773万円1P

IC
K UP

人事院は、公務員と民間との較差が3,869円
だとして改定を勧告しました。みなべ町ではこ
れを受け、平均1.1％の引き上げを行うこととし
ました。

浄化槽設置補助金
182万円2P

IC
K UP

家庭用合併浄化槽の設置希望者が想定を超
えるおそれが出たため予算を増額します。5人
槽では約33万円、7人槽では約41万円が補助さ
れます。なお、対象は公共下水の敷設エリア外
に限られます。

防災備品購入
1,100万円3P

IC
K UP

防災拠点に設けられるマンホールトイレ。
そのための簡易トイレ、テントを40基購入し
ます。あわせて、マンホール内の汚物を流す
水を送るための手押しポンプも備えます。

物価高騰重点支援給付
1億500万円4P

IC
K UP

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負
担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低
所得世帯に対する給付金です。１世帯あたり
70,000円を支給します。

●注目予算をピックアップ

補 正 予 算

令和5年12月定例会

項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一般会計 1億7,093万円

職員給料・手当改善
防災備品購入
浄化槽設置補助金
物価高騰重点支援給付
電算システム改修

1,642万円
1,100万円

182万円
1億500万円

823万円

92億6,466万円

特別会計
上・下水道
介護保険

国民健康保険

562万円
職員給料・手当改善
電算システム改修

131万円
368万円

32億313万円

みなべ町議会だより P2



常任委員会定数を各１名削減

みなべ町の活性化に向けて

子育て推進課の設置

　議員定数が、次期一般選挙より、14名から12名に変更されることに伴い、総務文教常任委員会
及び産業建設常任委員会の委員定数を7名から6名に変更するものです。

　みなべ町の中小企業者・小規模企業者の振興及び商工業の発展、また商工会の役割を明らかに
するとともに地域経済の活性化事業の成長及びその持続的発展を図り、町民の生活向上に寄与す
るものです。

　子どもの健やかな成長を社会全体で後押しするために、こども家庭庁が設置され、こどもと家
庭の福祉保健、その他の支援や、妊娠前から大学等までの期間にわたっての施策が一元化される
ことを受けて、子どもに係る施策を効率よく、迅速に実施するために「子育て推進課」を設置す
るものです。
　現在、子どもに係る施策は、健康長寿課、住民福祉課、幼児教育室の2課1室にまたがっていま
すが、令和6年4月1日からは、「子育て推進課」に一本化となります。

１２月定例会で審議された主な条例改正の内容

みなべ町議会委員会条例の一部を改正する条例

みなべ町中小企業・小規模企業振興基本条例（新条例）

みなべ町課設置条例の一部を改正する条例

子育て推進課の予定している主な業務

子ども家庭センター （新設）

◯孤独孤立防止のための社会参加支援事業
◯重層的支援体制整備事業
◯包括的相談支援事業 （子どもの貧困関係）

・不妊治療・産前産後サポート事業等

・子ども家庭支援員 
・DV相談

・児童手当 
・医療的ケア児への支援等

・入所相談 
・認定、給付、保育料徴収、広域入所等
・上南部・高域こども園運営

・子ども子育て会議 
・地域子育て支援事業 （こひつじランド）
・ファミリーサポートセンター事業
・病児保育事業
・一時保育事業等

・未熟児養育医療 

・出産育児応援金
・出産子育て応援給付金

・発達相談 （すこやか相談）
・発達障害児支援
・乳幼児健診
・予防接種 （小児） 等

健康長寿課からの移行業務 住民福祉課からの移行業務 幼児教育室からの移行業務

保育所・こども園・幼稚園業務

子育て支援

児童福祉

母子保健

子ども関係各事業

子育て世代包括支援センター

子育て支援 母子保健

子ども家庭総合支援拠点の機能

令和5年12月定例会

みなべ町議会だよりP3



令和5年12月定例会

一
般
会
計
補
正
予
算

建
設
課

町
道
郷
美
墓
地
線
道
路
災
害
復
旧

工
事
請
負
契
約
の
締
結

Q
工
事
箇
所
は
旧
国
道
４
２
４

号
の
上
に
な
り
、山
が
険
し
い
所

で
す
。工
事
期
間
中
、下
の
道
路

を
通
行
止
め
に
す
る
の
か
。落
石

防
止
柵
は
設
置
さ
れ
る
の
か
。

A
現
場
下
が
旧
国
道
４
２
４

号
な
の
で
交
通
量
も
多
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
現
場
状
況
を
見

て
、
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
も

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
落
石

防
止
柵
に
つ
い
て
は
、
施
工
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
学
習
課

図
書
購
入
費
（
30
万
円
）

体
育
備
品
購
入
費
（
１
０
０
万
円
）

Q
大
桑
財
団
の
寄
附
金
30
万

円
、ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
支

援
金
１
０
０
万
円
は
、企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
な
の
か
。

A
こ
れ
ら
の
寄
附
金
お
よ
び

支
援
金
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
桑
財
団
の
寄
附
金
は
、
県

教
育
委
員
会
を
通
し
て
申
請

し
、
県
の
推
薦
を
受
け
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
ラ

イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
支
援
金

は
、
子
ど
も
活
動
支
援
金
の
募

集
が
あ
り
、
申
請
し
て
採
択
さ

れ
た
も
の
で
す
。

国
保
特
別
会
計
予
算

住
民
福
祉
課

償
還
金
（
59
万
円
）

Q
特
別
交
付
金
（
保
険
者

努
力
支
援
分
）
返
還
金
と
あ
る

が
、
保
険
者
努
力
支
援
分
と
は

ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

A
国
の
補
助
金
の
一
つ
で
、

特
定
健
診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

療
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
成
果

と
し
て
受
け
取
る
補
助
金
に
な

り
ま
す
。条 

例 

改 

正

総
務
課

み
な
べ
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

Q
新
た
に
設
置
さ
れ
る「
子
育

て
推
進
課
」は
、こ
れ
ま
で
２
課

１
室（
健
康
長
寿
課
、住
民
福
祉

課
、
幼
児
教
育
室
）に
ま
た
が
っ

て
い
た
子
ど
も
関
係
の
業
務
が
全

て
統
合
さ
れ
る
の
か
。

A
ほ
と
ん
ど
の
事
務
は
、
一

本
化
さ
れ
ま
す
。

Q
子
育
て
推
進
課
が
で
き
る

と
、幼
児
教
育
室
は
閉
鎖
さ
れ
る

と
捉
え
て
い
い
の
か
。

A
幼
児
教
育
室
は
、
３
月
３１

日
を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

Q
新
設
さ
れ
る「
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
機
能
」は
、新
し
く
加
え
ら
れ

た
も
の
な
の
か
。

A
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
に
係
る
業
務
は
こ
れ
ま
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
総
合
拠

点
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
既
存
の
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
と

も
に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

機
能
も
「
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
に
ま
と
め
ま
す
。
（
P3

子
育
て
推
進
課
の
業
務
参
照
）

総
務
課

み
な
べ
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Q
在
宅
勤
務
手
当
が
新
設
さ

れ
る
と
い
う
が
、そ
も
そ
も
在
宅

勤
務
を
認
め
る
判
断
基
準
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
人
事
院
勧
告
で
在
宅
勤
務

手
当
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
判

断
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
規
則
で
定
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

住
民
福
祉
課

み
な
べ
町
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例Q

コ
ン
ビ
ニ
で
の
印
鑑
登
録
証

明
書
の
手
数
料
は
ど
う
な
る
の

か
。A

役
場
窓
口
で
の
印
鑑
証

明
書
の
手
数
料
と
同
じ
、
１
通

２
０
０
円
に
す
る
予
定
で
す
。

滝地内の災害現場
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令和5年12月定例会

●委員会発議	 「みなべ町の借地契約について議会が調査し公表する
ことを求める請願」	

住民が自ら収める税金がどういう使われているかを知ることは根源的な権利です。一方、議会は税金が公平、公正に使わ
れているかを常に監視し、問題があれば是正することが重要な責務の一つであるはずです。また、その結果を住民に伝えるこ
とは、住民の権利を守るべき議会の当然の責務です。

過去の議会だよりから借地に関する記事を抽出すると、一般質問や委員会調査、議案質疑、追跡調査を通して、議会が非
常に熱心に借地契約を監視し、是正しようとしてきた経緯が見て取れます。ところが借地の契約期限を平成30年、31年に迎え、
何らかの契約が締結されたにも関わらず、未だに住民には何の報告もありません。

よって、本請願は住民の知る権利を守るという観点から、議会にみなべ町の借地ついて調査を行い、その結果を議会だよ
りに全て掲載し、公表することを求めるものです。

具体的な調査・公開要求事項は、町の賃借金額算定基準の文言確認、調査対象の借地は役場駐車場、東本庄公園１、東本
庄公園２、晩稲公園、晩稲グランド駐車場、晩稲梅公園、うめ振興館駐車場、各借地の「面積」「新旧借地料」「契約期限」
「土地評価額に対する借地料割合」「土地評価額変動に伴う借地料見直しに関する事項」等。

請願の趣旨

9月定例会で、総務文教常任委員会に付託され、この間、11月14日には、請願者に委員会に出席いただき、請願につ
いての内容、意向、真意等について確認させていただくなど、委員会は合計5回開催しました。

本請願について、当委員会で審議し採決した結果、賛成者少数のため不採択となりました。
主な理由としまして、町民には、町の事務や事業に対して「知る権利」は当然ありますが、借地契約を結んだのは

町当局であり、請願者は情報公開条例に基づいて、直接町に対して情報公開を求めるべきではないか。今回の請願によ
り、議会が調査し議会だよりにすべてを公開していくことは、個人の特定につながる可能性があるのではないか。また、
公開することにより、町当局と地権者の今後の交渉に与える影響が否定できないのではないか、などによるものです。

終わりに、町の借地問題については、これからも重要な課題の一つとして捉え、何らかの形で引き続き取り組んで
いきたいと考えています。

請願審査結果　総務文教常任委員会　委員長報告　要旨

※ ○：賛成、×：反対　原田議長は採決に加わりません。

本請願に対する賛否　賛成 2名　反対10名　棄権1名
山本 池田 真造 下村 井口 細川 天野 谷本 宮㟢 玉井 棒引 丸山 出口

× × ○ × 棄権 × × ○ × × × × ×

主権者である住民に代わり、執行機関を監視すること
が議会の最も重要な責務。その責務を果たすことを求め
る請願であり、当然、採択されるべき。本来、この請願
がなくても議会が自らすべきこと。

請願のきっかけは「印刷済みの議会だよりから庁舎駐
車場賃貸契約の委員会報告を削除」「同契約の調停結果、
質疑を不掲載」と議会が２度も隠ぺいしたことにある。
委員会の不採択理由の「町へ情報公開を…」は、議会に
対し調査・公開することを求めており、的外れな論点の
すり替えだ。他の２点の指摘も、何れも公正な契約であり、
公になろうと問題になるはずがない。

議員の雇い主は誰ですか。町民の皆さまは税の使われ
方の公開を望むか、隠ぺいを望むか。

賛成討論　真 造 賢 二 議 員

私は、町の借地契約について、議会が調査し公表を求
める請願については、反対する。

借地契約に関しては皆さまもご承知のとおり、これま
で議会も課題として取り上げるなど、執行部の取り組み
によって購入した土地や借地料が減額された土地がある。

この請願は、議会が借地契約を調査し、その結果を議
会だよりによって公表することを求めるもので、その内
容は議会に対しての要望になっており、地方自治法の行
政実例では市町村の事務以外の事項については、不採択
になるべきとなっている。

私たち議会は、執行部をチェックすることも大事では
あるが、誰も足を引っ張ろうとは思っておらず、この町
を良くするための議論をしていただきたいと思っている。

反対討論　丸 山 幸 雄 議 員

みなべ町議会だよりP5



一般質問

質
問み

な
べ
町
に
お
け
る
空

き
家
の
総
数
は
４
０
３
戸

あ
り
ま
す
。

空
き
家
活
用
の
効
果

１
．移
住
定
住
増

み
な
べ
町
は
宅
地
や
ア

パ
ー
ト
等
の
空
き
も
少
な

く
、ま
た
新
築
を
建
て
る
に

も
物
価
高
騰
に
よ
り
負
担

が
大
き
い
の
が
現
状
で
す
。

つ
ま
り
、

①
実
家
住
ま
い
が
で
き
る
。

②
土
地
を
確
保
で
き
家
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
空
き
家
の
利
活
用
に
時

間
を
使
え
る
。

な
ど
の
条
件
を
ク
リ
ア

で
き
る
層
に
し
か
、み
な
べ

町
に
定
住
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。

町
内
の
事
業
者
で
働
い

て
い
る
が
他
市
町
在
住
の

方
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
と

こ
ろ
、「
み
な
べ
町
に
は
物

件
の
選
択
肢
が
ほ
ぼ
な
か
っ

た
」「
空
き
家
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
の
な
ら
み
な
べ

に
住
み
た
い
」と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

２
．関
係
人
口
の
創
出

「
関
係
人
口
」を
増
や
す

こ
と
で
地
域
の
消
費
、労

働
力
、P
R
等
の
役
割
が

期
待
で
き
ま
す
。「
梅
収
穫

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」で
は
３
ヶ

月
間
で
3
0
0
名
ほ
ど
が

み
な
べ
町
に
訪
れ
、そ
れ
ら

の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．働
き
手
の
住
居

梅
の
収
穫
時
期
等
、地

域
外
か
ら
の
働
き
手
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
が
、そ

の
滞
在
場
所
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。

４
．観
光
客
の
滞
在
場
所

空
き
家
の
調
査
を
進
め

る
こ
と
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等

の
民
間
の
参
入
も
進
む
の

で
は
と
考
え
ま
す
。

５
．起
業
支
援
、デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
、ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
表

現
の
場
な
ど

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
行

し
た
く
て
も
住
居
や
滞
在

場
所
が
な
け
れ
ば
前
に
進

み
ま
せ
ん
。み
な
べ
町
の
活

性
化
の
た
め
に
は
空
き
家

活
用
に
集
中
し
て
取
り
組

む
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
積
極
的
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。登
録

に
対
す
る
奨
励
金
交
付
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、今

後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
の
改
修
等
へ
の
補

助
も
行
い
、関
係
人
口
を

増
や
す
た
め
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

再
質
問

空
き
家
改
修
補
助
の
実

績
を
お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
課
長

令
和
２
年
度
か
ら
４
年

度
ま
で
で
３
件
、５
年
度

は
１
件
の
申
請
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

再
々
質
問

産
業
振
興
の
た
め
に
も

町
内
の
方
に
も
改

修
補
助
を
出
す

考
え
は
あ
り
ま
す

か
。ま
た
、空
き
家

の
利
活
用
を
進
め

る
た
め
に
、
補
助

以
外
に
も
、
所
有

者
さ
ん
へ
の
対
話

や
調
査
を
進
め
る

必
要
性
を
感
じ
ま

す
。
今
後
、
利
活

用
が
進
む
よ
う
な

体
制
作
り
に
つ
い

て
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

町
長基

本
的
に
町
外
の
方
が

町
内
の
空
き
家
を
改
修
す

る
際
に
し
か
補
助
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、勉
強
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、空
き

家
対
策
に
つ
い
て
の
専
門
部

署
的
な
も
の
や
そ
れ
と一緒

に
企
画
関
係
も
扱
え
る
よ

う
な
部
署
に
つ
い
て
、ま
だ

研
究
中
で
す
が
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※�　移住までのフロー（例）

➀候補地選定

移
住
可
能
性

➂現地訪問 ➃住居選定

ボトルネック

➄移住➁自治体窓口
　　相談

質問 みなべ町活性化におけるボトルネックの活用
を目的とした空き家の利活用

答弁 空き家バンクへの登録を積極的に進めたい

空き家 山
や ま

本
も と

秀
しゅう

平
へ い

 議員
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一般質問

質
問い

ま
梅
農
家
は
収
入
が

激
減
し
、
苦
境
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
厳
し
い
状
況
で

は
後
継
者
が
育
た
ず
、
新

規
就
農
者
も
定
着
で
き
ま

せ
ん
、
人
口
減
少
も
進
む

で
し
ょ
う
。

梅
が
将
来
的
に
も
町
の

主
産
業
で
あ
る
た
め
に
は
、

梅
農
家
が
経
済
的
に
成
り

立
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
梅
だ
け
に
頼
っ
て

い
て
は
、
リ
ス
ク
が
大
き

過
ぎ
ま
す
。
や
は
り
梅
農

家
の
収
入
を
補
完
す
る
特

産
物
の
開
発
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

平
野
部
で
は
ウ
ス
イ

や
ト
マ
ト
等
の
複
合
栽
培

が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、

山
間
部
で
は
梅
以
外
の
主

要
な
作
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。

山
間
部
で
も
、
収
穫
時
期

が
梅
と
重
な
ら
ず
、
負
担

も
少
な
く
、
収
益
性
の
高

い
作
物
が
あ
る
は
ず
で
す
。

温
暖
化
に
伴
い
、
栽
培

で
き
る
作
物
の
可
能
性

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

出
荷
を
推
進
す
る
と
あ
り

ま
す
。
ま
た
岩
代
、
南
部
、

上
南
部
地
区
で
は
、
豆
類

や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
花
等
と

の
複
合
経
営
の
推
進
、
高

城
、
清
川
地
区
で
は
、
中

山
間
で
栽
培
で
き
る
作
目

を
研
究
す
る
と
あ
り
ま
す
。

町
の
方
向
性
は
、
今
後

も
梅
を
基
幹
作

目
と
位
置
づ
け

て
、
そ
の
補
完

作
目
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
や
県

な
ど
の
関
係
機

関
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
先
進
的

に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
農
家
の
方
々
の
意

見
も
共
有
し
な
が
ら
、
収

益
性
の
あ
る
作
目
を
見
つ

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

再
質
問

県
の
果
樹
経
営
支
援
対

策
事
業
は
素
晴
ら
し
い
制

度
で
、
多
く
の
農
家
が
梅

の
改
植
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
対
象
以
外
の

既
に
ア
ボ
ガ
ド
や
オ
リ
ー

ブ
、
エ
ゴ
マ
等
の
栽
培
研

究
を
さ
れ
て
い
る
方
が
い

ま
す
。

し
か
し
個
人
で
は
負

担
が
大
き
過
ぎ
ま
す
。
将

来
の
梅
産
業
を
守
り
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

豊
か
な
町
で
あ
る
た
め
に
、

梅
農
家
の
収
入
を
下
支

え
す
る
特
産
物
を
町
、
県
、

Ｊ
Ａ
が
一
丸
と
な
っ
て
研

究
・
開
発
し
て
い
た
だ
き

た
く
提
案
し
ま
す
。

町
長10

年
前
の
梅
の
低
迷
期

に
、
複
合
経
営
の
考
え

を
お
示
し
し
ま
し
た
が
、

「
複
合
経
営
が
成
り
立
た

な
い
地
域
は
難
し
い
」

「
こ
の
町
は
、
梅
で
何
と

か
し
て
い
く
信
念
で
取
り

組
ん
で
欲
し
い
」
と
の
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
紀
州
の
農
業
振
興

計
画
で
は
、
地
域
全
体
で

は
梅
を
基
幹
作
目
と
位
置

づ
け
、
老
木
園
、
低
収
量

園
の
改
植
、
梅
の
ズ
バ
イ

作
物
へ
の
支
援
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
制

度
を
補
完
す
る
カ
タ
チ
で

対
象
外
へ
の
改
植
を
町
単

独
で
補
助
し
て
い
た
だ
き

た
く
提
案
し
ま
す
。
こ
う

い
う
応
援
姿
勢
が
農
家
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

梅
に
継
ぐ
作
物
の
開
発
に

つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
ま

た
大
き
な
予
算
も
不
要
な

は
ず
で
す
。

町
長品

種
を
限
定
す
る
の
で

は
な
く「
梅
を
補
完
す
る

作
物
へ
の
ト
ラ
イ
を
応
援

す
る
補
助
」が
あ
れ
ば
一

番
良
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。高
い
ハ
ー
ド
ル

で
す
が
、梅
と
の
複
合
経

営
が
で
き
る
よ
う
に
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

うめ産業

質問 梅に次ぐ特産物の研究・開発を

答弁 梅を補完する作物へのトライを応援できれば

真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員

「ホワイトサポテ」メキシコや中米を原産とする、ミカン科に属する果樹。
沖縄や和歌山の一部で栽培されており、希少価値の高い果物。アイスクリ
ームのように濃厚な味わいを楽しめることから、「木になるアイスクリー
ム」とも言われている。町内で栽培されており、梅に次ぐ作物になるかも。
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一般質問

質
問か

つ
て
み
な
べ
町
で
は

沿
岸
部
に
津
波
避
難
困
難

地
域
が
見
受
け
ら
れ
、
町

の
対
策
に
よ
り
一
応
の
解

消
を
み
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
机
上
の
も

の
で
あ
り
、
実
際
に
は
想

像
を
超
え
る
事
態
が
起
こ

り
得
る
。
（
左
参
照
）
そ

し
て
、
こ
れ
ら
数
々
の
事

態
に
よ
り
逃
げ
る
時
間
は

遅
れ
る
も
の
と
覚
悟
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
少
し
で
も
近
い
と
こ

ろ
に
確
か
な
避
難
の
場
所

が
必
要
だ
。

タ
ワ
ー
の
新
設
に
は

数
々
の
困
難
が
つ
き
ま
と

う
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
命

に
直
結
す
る
安
全
装
置
。

困
難
に
ひ
る
む
こ
と
な
く

沿
岸
住
民
に
渦
巻
く
不
安

に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て

い
だ
き
た
い
。

町
長南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
想
定
規
模
の
大
き
さ
か

ら
当
該
地
域
の
み
な
さ
ま

が
抱
く
不
安
は
十
分
承
知

を
し
て
い
る
。
沿
岸
部
の

街
中
で
の
タ
ワ
ー
新
設
に

は
課
題
も
多
く
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
が
、
今
後
、
津
波

想
定
の
全
地
区
の
自
主
防

災
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
と
お
し
て
、
建
設
に
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

現
在
、
気
佐
藤
地
区
に

一
つ
設
け
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
は
町
内
に
い
く
つ

か
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
規
模
は
小
さ

く
て
も
、
そ
の
周
辺
の

方
々
が
寄
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
避
難
場
所
が
複

数
必
要
だ
ろ
う
。
避
難
タ

ワ
ー
の
必
要
性
は
議
員
と

同
じ
考
え
だ
。

住
宅
密
集
地
と
し
て

の
新
設
の
困
難
さ
を

乗
り
越
え
早
期
に
進

め
ら
れ
た
い

再
質
問

こ
の
件
に
関
し
て
は
、

2
年
前
に
町
長
に
直
に

お
願
い
し
た
こ
と
が
あ

り
、
昨
年
の
9
月
に
は
あ

る
議
員
が
一
般
質
問
で

扱
っ
た
。
そ
れ
ら
で
の
答

弁
は
今
ひ
と
つ
色
良
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
が
、
3

度
目
の
お
願
い
に
極
め
て

前
向
き
な
お
答
え
を
い
た

だ
い
た
。
中
で
も
、
こ

う
し
た
施
設
は
大
き
い

も
の
が
一
つ
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
各
地
に
複

数
あ
っ
た
方
が
い
い
と

の
答
弁
、
た
い
へ
ん
う

れ
し
く
思
う
。
ぜ
ひ
と

も
、
そ
の
方
向
で
進
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
。

工
事
に
は
、
場
所
の

選
定
か
ら
始
ま
っ
て
費

用
面
や
工
事
上
の
課
題

な
ど
が
山
積
す
る
。
そ
れ

は
、
周
辺
に
住
宅
地
が
立

地
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
住
宅
が
ひ

し
め
く
か
ら
災
害
時
の
危

険
性
が
増
す
。
だ
か
ら
こ

そ
こ
う
し
た
エ
リ
ア
に
避

難
場
所
を
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
前

向
き
な
答
弁
に
感
謝
し
つ

つ
、
よ
り
早
く
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長避

難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て

は
、小
さ
く
て
も
い
い
か
ら

あ
る
一
定
の
エ
リ
ア
内
で
避

難
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
私
の
考
え

方
が
変
わ
っ
て
き
た
。工

事
上
の
数
々
の
課
題
は
あ

る
が
、各
地
域
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、ど
こ

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
必

要
か
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

予
算
面
で
は
、町
の
費

用
が
か
か
っ
て
も
町
民
の

命
を
守
る
た
め
に
は
お
金

は
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
だ
。

事
前
復
興
の
計
画
の
中
に

も
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

津
波
が
来
て
か
ら
で
は
遅

い
の
で
、そ
れ
ま
で
に
と

り
く
み
た
い
と
思
う
。

沿
岸
部
で
の
津
波
の

避
難
困
難
が
懸
念
さ

れ
る

防災

質問 沿岸部に津波避難タワーの新設を

答弁 地域住民の声を聞きながら進めたい

玉
た ま

井
い

伸
の ぶ

幸
ゆ き

 議員

避難を遅らせる要因（例）

・部屋(家)から出られない

・夜の停電時の戸惑いや危険性

・家屋の倒壊やその火事

・樹木、電柱、ブロック塀などの倒壊

・看板、ガラス、街灯の落下

・住民の高齢化

・支援や介助による遅れ

津波避難タワーの一例（田辺市）
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一般質問

質
問こ

こ
数
年
、
水
道
料
金

の
値
上
げ
に
踏
み
切
る
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

町
民
は
「
安
く
て
安
心
な

水
道
水
」
を
望
ん
で
い
ま

す
。
町
の
水
道
事
業
の
現

状
と
、
今
後
の
水
道
料
金

の
変
化
や
説
明
会
の
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

地
下
水
を
水
源
と
す
る

自
治
体
で
、
P
F
A
S

（
ピ
ー
フ
ァ
ス
・
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）
が
検
出

さ
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

町
の
水
質
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
と
は
。

町
長水

道
水
の
水
質
基
準
は

一
般
細
菌
や
大
腸
菌
な
ど

51
項
目
の
基
準
値
に
適
合

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
万
種
類
以
上
あ

る
P
F
A
S
の
中
で

も
、
P
F
O
S
（
ピ
ー

フ
ォ
ス
）
及
び
P
F
O
A

（
ピ
ー
フ
ォ
ア
）
に
よ

る
環
境
汚
染
が
注
目
さ

れ
、
各
地
で
暫
定
目
標
値

費
用
と
、
基
幹
配
水
管
布

設
替
事
業
の
費
用
の
財
源

の
確
保
。
令
和
２
年
度
に

官
庁
会
計
か
ら
企
業
会
計

に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る

赤
字
解
消
。
こ
の
二
つ
の

大
き
な
理
由
に
よ
り
、
10

年
間
の
収
益
増
を
見
据
え

て
、
今
回
平
均
１.５
倍
の
料

金
の
増
額
改
定
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

物
価
高
騰
で
生
活
も
厳

し
い
状
況
で
す
。
町
民
の

方
に
ご
理
解
い
た
だ
く
の

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

な
の
で
、
説
明
は
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
出
前
説
明

会
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
で
す
か
。

水
道
室
長

細
か
い
取
り
決
め
は
あ

り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
皆

さ
ん
が
集
ま
る
場
が
あ
る

な
ら
、
行
か
せ
て
も
ら
っ

て
説
明
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

の
超
過
事
例
が
生
じ
て
い

て
、
近
隣
住
民
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
な
ど
社
会

的
な
関
心
を
集
め
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

令
和
２
年
度
に
水
質
管

理
目
標
設
定
項
目
に
追
加

さ
れ
て
か
ら
、
み
な
べ
・

谷
口
浄
水
場
内
の
水
源

２
ヶ
所
で
毎
年
１
回
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
最
近
の
報
道
で
は
非

常
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
本
町
全
域

の
水
源
の
検
査
を
依
頼

し
た
結
果
、
暫
定
目
標
値

以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
現
時
点
で
、

P
F
O
S
及
び
P
F
O
A

の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
か

ら
は
、
安
全
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。　
　

説
明
会
は
広
報
折
り
込

み
や
出
前
説
明
会
で
の
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
室
長

み
な
べ
浄
水
場
を
気
佐

藤
か
ら
猪
之
山
の
東
部
配

水
池
横
に
新
築
移
転
す
る

再
々
質
問

水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、

下
水
道
料
金
に
も
関
係
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
下
水
道
使
用
料

の
請
求
額
が
10
円
単
位
か

ら
１
円
単
位
に
変
更
す
る

こ
と
は
別
の
よ
う
に
思
う

の
で
す
が
。

生
活
環
境
課
長

下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み

の
普
及
率
は
70
％
な
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
は
下
水

道
料
金
の
基
本
的
な
値
上

げ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

１
円
単
位
の
端
数
請
求

は
消
費
税
の
関
係
上
の
こ

と
で
す
。
今
ま
で
10
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
て

い
た
の
で
す
が
、
１
円
単

位
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質問 新しい水道料金案と水質、水道事業の課題を
問う

答弁 事業財源の確保と赤字解消を１０年間の収益
増を見据えて、平均１．５倍の料金増額改定を

水道事業 池
い け

田
だ

 三
み

千
ち

留
る

 議員

みなべ町議会だよりP9



一般質問

質
問南

部
郷
の
人
口
は
、合

併
時
に
約
１
５
，０
０
０

人
で
、あ
れ
か
ら
20
年
の

現
在
は
１
１
，８
０
０
人

で
、こ
の
間
３
千
人
余
り

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い

く
と
団
塊
の
世
代
を
迎

え
る
中
、ま
た
少
子
時
代

で
あ
り
つ
つ
も
新
卒
者
の

大
半
が
、町
外
・
県
外
へ

と
就
職
、そ
の
他
、
様
々

な
減
少
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
昭
和
時
代
の
人

口
か
ら
半
分
に
な
る
と
、

高
齢
化
率
の
高
い
町
と

な
り「
活
気
の
な
い
町
」

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
。

今
の
う
ち
に
対
策
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

行
政
・
学
識
者
・
住

民
代
表
等
で
協
議
会（
諮

問
委
員
会
）を
設
け
る
と

共
に
事
務
局
体
制
と
し

て
、企
画
室
な
る
も
の
を

設
け
て
、皆
で
町
づ
く
り

の
あ
り
方
を
検
討
対
策

す
べ
き
と
提
案
す
る
。

町
長本

町
の
人
口
推
移
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、ご

多
分
に
漏
れ
ず
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。住

む
人
が
少
な
く
な
る
と

空
き
家
が
増
え
、耕
作
放

棄
地
が
増
え
る
こ
と
と
な

り
住
環
境
や
農
作
業
な

ど
に
も
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。そ
こ
で
、課

題
対
策
の
た
め
の
協
議
会
、

諮
問
委
員
会
な
る
も
の

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
と

の
ご
意
見
で
す
が
、議
員

が
い
わ
れ
る
人
口
減
少
に

伴
い
ま
す
問
題
解
決
を
一

手
に
担
う
協
議
会
は
、ど

の
よ
う
な
組
織
が
あ
て
は

ま
る
の
か
、と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ

長
期
総
合
計
画
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
提
言
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
住

民
会
議
が
、ふ
さ
わ
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。課
題
解
決
の
即
時

性
を
考
え
れ
ば
、２
、３
年

で
取
り
組
む
べ
き
施
策
を

協
議
す
る
組
織
が
で
き

れ
ば
と
、委
員
は
10
名
前

後
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
局
体
制
と
し
て
、

企
画
室
を
設
け
て
は
と

の
ご
意
見
に
対
し
ま
し
て

は
、よ
り
具
体
的
な
施
策

の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
、新

た
な
課
と
し
て
、組
織
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
、県
で
も
２
０
４
０
年

頃
の
行
政
を
見
据
え
た
合

同
勉
強
会
の
開
催
に
つ
い

て
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
、各
市
町
村
か
ら
も

30
代
か
ら
40
代
の
職
員
を

派
遣
し
て
勉
強
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

質問 みなべ町の人口減少…
減少課題の認識、共有できるか

答弁 取り組むべき施策を協議する組織を検討する

人口 天
あま

野
の

　 仁
ひとし

  議員

人口・成人数推移
南部郷
人口
南部郷
人口

西暦
年号
西暦
年号

成人数成人数

人口推移人口推移

成人数推移（右目盛）成人数推移（右目盛）

昭和時代昭和時代

15,00015,000
合併時合併時

11,80011,800
現在現在

町人口
ビジョン
町人口
ビジョン
目標9,500目標9,500

出生数出生数
20年後20年後

男性住民約600人男性住民約600人
内未婚者約40%内未婚者約40%

350350

150～160150～16040才40才 30才30才 120～130120～130

17,00017,000

15,00015,000

400400

300300

200200

100100

5050

10,00010,000

7,0007,000

197019706060 8080 9090 1010 2020 303020002000 20402040
20052005

R5R5H17H17
20232023S45S45

国機関指数
（対策なしの場合）
国機関指数
（対策なしの場合）
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総務文教常任委員会レポート

委員会では、南部駅の利便性の向上や利活用の可能性を検討しています
そのため10月17日県内の無人駅を視察してきました

総務文教常任委員会 
委員会レポート

た
「
ま
ち
の
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
情
報
発
信
の
拠
点

（
観
光
案
内
所
）
と
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
１
名
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。

視
察
後
の
ま
と
め

　

各
駅
と
も
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
が

な
さ
れ
、
改
善
が
見
ら
れ
ま

す
。
い
ず
れ
も
「
駅
に
だ
れ
も

い
な
い
」
状
態
を
脱
し
て
い
ま

す
。
南
部
駅
が
人
々
に
気
軽
に

利
用
さ
れ
、
特
急
の
停
車
駅
と

し
て
維
持
す
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
、
今
後
に
わ
た
っ
て

委
員
会
で
議
論
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

調
査
に
至
っ
た
経
緯

　

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
南
部

駅
が
特
急
停
車
駅
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
０
２
１
年
の
３
月
か

ら
無
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
（
岩

代
駅
は
１
９
８
５
年
か
ら
）
利

用
者
か
ら
は
高
齢
者
を
中
心
に

「
乗
車
券
を
買
う
の
が
難
し

い
」
な
ど
の
不
満
が
少
な
か
ら

ず
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

も
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
新

し
い
機
器
を
導
入
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
の
満
足
度
は
高
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
当
委
員
会
で
は
こ
う

し
た
状
況
を
少
し
で
も
改
善
で

き
れ
ば
と
検
討
を
重
ね
、
こ
の

た
び
県
内
の
無
人
駅
を
巡
り
ま

し
た
。

●
湯
浅
駅

　

湯
浅
駅
は
、
町
が
新
築
し

た
建
物
の
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
総
額
約
28
億

円
を
か
け
た
駅
前
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
新
築
さ
れ
た

も
の
で
す
。
２
０
２
０
年
に

「
湯
浅
駅
蔵
」
と
し
て
、
観

光
協
会
、
図
書
館
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
津

波
避
難
な
ど
の
複
合
施
設
・

機
能
を
あ
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

新
駅
は
無
人
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
に
は
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
と
直
接
つ
な
が
る
機

器
が
設
置
さ
れ
、
利
用
者
へ
の

案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
な
り
の
旧
駅
舎
を
再
利

用
し
向
か
い
に
は
駐
車
場
・

駐
輪
場
等
が
設
け
ら
れ
、
利

便
性
や
賑
わ
い
の
復
活
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
建
物
全
体

の
利
用
者
は
年
間
約
10
万
人

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

●
印
南
駅

　

駅
舎
は
２
０
１
７
年
３
月
に

町
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
譲
渡
を

受
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
て
駅
員
を
配
置
し

ま
し
た
が
、
新
券
売
機
の
設
置

に
よ
り
２
０
２
２
年
よ
り
完
全

に
無
人
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
舎
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
そ
の
ま
ま
残
り
本
来

の
業
務
を
続
け
て
い
ま
す
。

●
朝
来
駅

朝
来
駅
は
印
南
駅
と
同
様
に

Ｊ
Ｒ
よ
り
上
富
田
町
に
無
償

譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
町
が
駅

舎
を
一
部
改
修
し
た
う
え
で

観
光
協
会
を
通
し
て
「
口
熊

野 

山
桃
の
会
」
に
管
理
委
託

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駅
舎
に
は
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

や
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し

みなべ町議会だよりP11
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議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

３
月
議
会

３
月
5
日（
火
）午
前
９
時
～

次
回
の
議
会
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

紀州梅の郷救助隊６名が、１月６日～９日、能登半島地震の被災地である能登

町において災害支援に従事されました。１０日に尾崎剛通隊長、前田明日香さん

（大学3年生）にお越しいただき、活動の様子をお聞きしました。ご本人たちの

言葉で下記に報告いたします。

●紀州梅の郷救助隊が石川県能登町で災害支援活動！

町 内 あ れ こ れ

議会として改めて、議員全員で梅の郷救助隊が経験されたことを聞く機会を設け、
現実の災害対応に対する認識を持ち、今後の活動にいかしていければと考えます。

初日は、崖崩れによる迂回や劣悪な道路状況による低速走行、緊急車両
優先の交通規制による渋滞のため、現地への到着は１２時間かかりました。

7日から８日の午前中は、能登町の依頼により支援物資拠点で作業をしま
した。その内容は次々に到着する物資の搬入、避難所への搬出、大量に山
積みされた物資の仕分けでした。大半は企業等からの物資で、それらを種
別に整理しました。食品は賞味期限を確認して、期限が迫るものを優先し
て拠出していくことが重要でした。

8日の午後は、避難所である中学校体育館で炊き出しを行いました。食材
を地元で調達して味噌汁を作り、持ち込んだ梅干しとともに、避難されて
いるみなさんに喜んでいただきました。

今回の出動で思ったことや課題は、「大量に届く支援物資の膨大な整理作
業」「拠点への大型トラックの乗り入れ」「人員が不足しているにも関わら
ず一般ボランティアの受入れ体制ができていないこと（他県からの職員の応
援が必要）」「被災者でもある職員の心のケア」「孤立集落への支援には自
主防災組織が重要」「支援物資の平等な供給とは」ということです。

今回の出動で現地の様子をつかめました。能登町での必要な支援内容を
整理して、状況をみながら次回の出動に備えます。

山積みの支援物資

支援物資の搬入作業

避難所での炊き出し

あ

と

が

き

新
年
（
２
０
２
４
年
）
は
、
「
お
め
で
と
う
」
と
は

言
え
な
い
事
態
が
、
日
本
中
・
世
界
中
を
駆
け
巡
り
ま

し
た
。
元
日
か
ら
の
能
登
半
島
地
震
に
つ
づ
き
、
二
日

の
羽
田
空
港
事
故
で
す
。

暖
冬
と
い
わ
れ
て
も
北
陸
の
冬
は
厳
し
く
、
不
安
を

抱
え
て
生
活
さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
や
関
係
者
の
方
に

必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

南
紀
白
浜
・
羽
田
間
の
航
空
便
の
欠
航
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
に
も
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
起
こ
る
か
な
ん
て
わ
か
ら
な

い
日
常
を
、
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
に
は
起

こ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

た
だ
、
ど
ち
ら
の
立
場
で
あ
っ
て
も
そ
の
時
の
状
況

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
対
処
で
き
る
精
神
と
行
動
を

身
に
つ
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
大
切
さ
を
議
会

だ
よ
り
を
通
じ
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

池
田
三
千
留


